
つい最近「日本の子どもたちは世界で一番孤独」

というインターネットニュース＊が流れ，ふと目

をとめてしまった。先進国の中で，日本の子ども

たちは飛び抜けて高いパーセンテージで，孤独感

を感じているという。もしこれが事実だとしたら，

その原因はコミュニケーション不足にあるのでは

ないか。

ぼくは常日頃から，コミュニケーション能力の

欠如は，日本が抱える大きな問題の１つだと考え

ている。なにしろ，その根は深く，教育の問題と

関わっている。

次回長編小説のテーマに太平洋戦争（主に特攻

攻撃）を取り上げるつもりなので，昭和初期から

太平洋戦争に至るまでの実録映像を見る機会が多

い。当時の日常の暮らしぶりを生の姿で知りたい

からだ。戦前の学校風景が映されたビデオの中，

先生に指された子どもが立ち上がって自分の意見

を述べるシーンがあったりすると，子どもたちは，

能面のような表情で，周囲の大人たちが求めてい

るであろう意見を差し障りなく喋ったりする。子

ども本人が喋っているのではなく，周囲を取り巻

く情緒の呪縛を受け，何者かに喋らされているか

のような印象を受ける。個を集団の中に埋没させ，

個性を消してしまっているためか，言いたいこと

の中身は弱い。きちんと表現するための前提とし

て，まず自我の確立が必要なのだと再認識させら

れた。

昨今の教育の課題として「個性の尊重」が謳わ

れているのは確かだ。しかし，個性を育てるため

の具体策が，教育の現場に盛り込まれているのだ

ろうかと疑問に思う。いくら立派なスローガンを

掲げたところで，日本という土壌の中で個性的な

人間を育てるのは難しい。相当な覚悟がいる。

●

ぼくには２人の娘がいる。妻が高校教師であっ

たため，時間的に自由である小説家のぼくが，赤

ん坊の頃から２人の娘たちの子育てを担当してき

た。１０年前に妻は教師を辞めて専業主婦となった

が，長女が大学生，次女が高校生となった現在も，

教育に関する責任のほとんどをぼくが受け持って

いる。

特に力を入れてきたのは，娘たちの作文指導で

ある。ひとつぼくのやり方を紹介してみよう。

まず最初に，何でも構わないからあるテーマを

すずき・こうじ １９５７年静岡県浜松市生まれ。慶應義塾大学文学部仏
文科卒業。１９９０年デビュー作『楽園』で，日本ファンタジーノベル大
賞優秀賞を受賞。ホラーブームの火付け役となった『リング』をはじ
め『らせん』『ループ』などが次々とベストセラーに。『リング』シリ
ーズ以降は，「主夫」として子育てを行った実体験をもとにしたエッ
セイも多く執筆。最新刊『なぜ勉強するのか？』（ソフトバンク新書）
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与えて自由に作文を書かせる。本を読ませてその

内容について作文させてもいいし，社会問題をテ

ーマに取り上げてもいい。

すると子どもたちは実にとりとめのない内容を

書いてくる。たいがい，何を言いたいのかさっぱ

りわからない。子どもたちの心の中で言いたい事

がらがまとまってないからだ。そこでぼくは最初

のアドバイスを出す。

「きみの頭の中で言いたいことがまとまってない

だろう。まず，じっくり，考えてごらん。自分が

何を書きたいのかを必死になって考えるんだ」

２回目の作文は，１回目より少し明瞭になって

いる。何か言いたいことがあるらしいのはわかる。

しかし，この場合の「言いたいこと」は，周囲に

いる大人たちが喜びそうなこと，世間一般の意見，

世論に合わせたような内容に過ぎない。戦前のビ

デオと同様，何者かに喋らせられているようなも

のだ。世の中に媚びているといった感じ。そこで

第２のアドバイス。

「批判を覚悟の上で，きみ独自の意見をもっと強

く表現してごらん」

３回目の書き直しにはようやく自分の意見らし

きものが形成されてくるが，まだ足りない。

「きみならではの特色を出すんだ。何のための表

現なのか，よく考えてごらん。きみでしか出せな

い意見に，価値があるんだよ」

そう言われると，子どもたちは相当に悩み始め

る。自分とは何だろう，自分と他人との違いは何

だろう，と心の中を探り始める。充分に悩ませ，

考えさせた上で，ぼくは具体的なアドバイスを出

す。

「最初の１行を書き換えろ。１行目をきみらしい

個性のある文にしてごらん」

作文は書き出しが勝負。最初の１行を変えれば，

そこに個性が現れ，文章全体が再構築されていく。

あとは仕上げとして論理的に筋道が通るようにす

ればいい。

作文教育を通してぼくが子どもたちに望んだの

は「個性を身につける」ことにほかならない。個

性がなかったら，よりよい表現など生まれようも

ないからだ。それはぼくが小説を書く上での姿勢

でもある（作文教育の件は，ぼくの近著『なぜ勉

強するのか？』ソフトバンク新書の中で詳しく述

べたので，興味ある方は参考にしてください）。

食卓のテーブルにおいて，ぼくは娘たちといろ

いろなことを話す。哲学とはいかなる学問である

か，哲学がいかに大事かと，熱心に喋り過ぎたせ

いか，長女は現在，大学の文学部哲学科に籍を置

き，次女もまた文学部哲学科志望である。父親の

影響力はすこぶる大きい。

つい先日も，ある審議会の委員として会議に臨

み，自分の意見を効果的に取り上げてもらうため

に，ぼくがどのような戦略を立てたかという体験

談を語るのに夢中になって，夕食の時間が長く引

き延ばされてしまった。

●

世界共通の論理と個性を調和させ，独自の意見

が形成され，しかもその意見が有効であるという

自信を得たなら，議論の場でなるべく多くの人間

に理解してもらうよう最大限の努力を払わなけれ

ばならない。胸の内に強く言いたいことがあるの

なら，表現は自然と工夫されていく。大上段に構

え，説教臭をぷんぷん漂わせて喋っても，だれも

聞いてはくれない。おもしろおかしく，ジョーク

や譬えを使って喋り，頃合を見計らって本題を畳

み掛ける。反復と一撃のバランスが，周囲を説得

させるためには必要なのだ。

娘たちはときに笑い，ときに質問をはさみなが

ら，ぼくのちょっとした自慢話を聞いていた。大

学のゼミや高校のクラスでの発言時に役立つと思

ったからに違いない。

もうおわかりだろうが，審議会において自分の

意見を主張するためにたてた戦略は，子どもたち

と効果的にコミュニケーションをとるための戦略

とも重なる。子どもの前でおもしろく話すという

ことは，子どもに迎合することとは異なる。どう

しても人に伝えたいこと，表現したいことがあれ

ば，効果的に伝わるように工夫するはずである。

父親の権威を振りかざし，説教ばかり垂れても，

子どもたちは退屈するだけだ。まず聞こうとしな

い。おもしろおかしく，人に興味を抱かせるよう

に喋ろうとする態度が大事である。

子どもたちには表現の極意を学んで，コミュニ

ケーションの達人となってもらいたい。 ■

＊国連児童基金（ユニセフ）が２００７年２月に発表した，先進国に住む
子どもたちの「幸福度」に関する調査報告。「孤独を感じる」と答え
た日本の１５歳の割合は２９．８％と，OECD加盟の２５か国中，最も高か
った。以下，アイスランド（１０．３％），ポーランド（８．４％），フラン
ス（６．４％），イギリス（５．４％）などが続く。
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特集 

安全管理から安全教育へ

ここ数年，全国の学校において防犯教室の実施

が推進されています。平成１７年１２月に文部科学省

から都道府県および国立大学法人に対して通達し

た「登下校時における幼児児童生徒の安全確保に

ついて」の中に，「幼児児童生徒が犯罪に巻き込

まれないようにするためには，幼児児童生徒に危

険予測能力や危険回避能力を身につけさせること

が必要である」と記されています。平成１３年に大

阪教育大学附属池田小学校で発生した学校への侵

入者による児童殺傷事件以降，文部科学省や教育

委員会，警察庁が中心となって学校における防犯

対策が推進されてきましたが，当初は安全管理的

な側面が重視されていました。しかしその後，通

学路での児童への凶悪な犯罪行為が続いたことも

あり，安全管理に加えて安全教育を充実させるこ

とで，児童自身の危険予測・回避能力の育成が強

調されるようになりました。

文部科学省の調査によると，児童に対して防犯

教室や防犯に関する訓練等を実施した小学校の割

合は，平成１７年度の実績で９６．１％となっており，

前年度から約１０ポイント上昇しています。筆者は

平成１７年暮れに東京都の公立学校を対象として，

防犯教育の実態調査を実施しました。東京都の公

立学校では，独自の防犯教室であるセーフティ教

室を実施しており，小・中学校の防犯教育の実施

状況は非常に良好でした。しかし，いくつかの課

題も指摘されていました。例えば，学年・全校単

位で実施する学校が多く，学外講師による指導が

多いという特徴があり，児童が主体的に取り組む

ような学習方法はあまり取り入れられていないこ

となどです。児童の危険予測・回避能力を養うの

ならば，以下に述べるような指導の工夫が必要と

思われます。

危険予測・回避能力を養う視点

危険予測・回避能力を指導するうえでのポイン

トをいくつかあげてみたいと思います。

危険予測・回避能力を身につけるためには，ま

ず危険に関する知識の習得が重要です。どのよう

な場面で，どのような危険が存在するのかを理解

することが危険予測，さらには危険回避の基盤と

なります。

防犯教育に焦点を絞ると，「場所・時間」と

「行為」が問題になります。前者は犯罪が起こり

やすい場所と時間があるということです。小学生

が被害にあう犯罪の半数以上は駐車場と道路で発

生しているように，場所に特徴があります。また

同じ場所でも人目が少なく，犯罪が発生しやすく

なる時間帯があります。このような犯罪発生の特

徴を知ることは非常に大切です。

またもう１つの重要な柱は，「行為」について

学ぶことです。犯罪の手口を知ることは，被害を

防ぐ第一歩です。例えば近年被害が増えている

「振り込め詐欺」も，犯罪者がどのような手口を

用いるかを知っていることで被害を回避すること

が容易になります。児童への指導では，略取誘拐

を目的とする犯罪場面では犯人はどのような甘言

で子どもたちをだまそうとするのか，どのように

車に誘い込むのかなどを学びます。できるだけ具

体的な事例を取り上げ，現実場面と結びつけるこ

とが効果的と思われます。

このように危険な「場所・時間」および「行為」

について学んだら，それらの危険をどのように回

避するかということになります。危険を回避する

とは，危険な場所や行為にできるだけ早く気づい

て，危険な状況を回避して自身の安全を図ること

です。そのためには，近づかない，逃げる，助け

を求める，などがあげられます。さまざまな危険

東京学芸大学教授 渡邉 正樹

子どもの危険予測・回避能力を養う

危険予測・回避能力を養う
効果的な指導
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な状況を例として，自分が選択すべき行動を考え

ることは児童にとって大きな力となるでしょう。

もちろんどんなに危険に対して注意を払ってい

ても，犯罪に巻き込まれて危機的な状況になるこ

とがあります。「手をつかまれる」「体を触られる」

などがそうですが，その場合も危険回避と同様に

「逃げる」「声を出す」「助けを求める」ことを学

びます。

どのような指導の工夫が可能か

では，上記の視点に基づいてどのような指導の

工夫が考えられるでしょうか。具体的な指導内容

・方法と注意点について述べたいと思います。

まず「場所」に注目した代表的な学習活動とし

ては，地域（あるいは通学路）安全マップづくり

があげられます。近年広く普及してきた方法です

が，さまざまな工夫が考えられます。地図そのも

のに慣れていない低学年児童では，危険な場所の

イラストを用いて，その場所がなぜ危険であるか

を実感させます。また外に出て活動する場合は，

保護者あるいは高学年児童と一緒に行動するとよ

いでしょう。同じ場所でも時間帯を変えて踏査す

ることも効果的と思われます。なお，マップの作

成や発表においては，教師は地域住民の人権にも

十分配慮したうえで指導にあたる必要があります。

「行為」については，通学路で児童が誘われるよ

うな場面（例：「おもしろいゲームがあるから，

一緒に遊ばない？」）をイラストで示したワーク

シートかパネルを用意して，なぜその「行為」が

危険なのか，さらにその「行為」から身を守る対

応を学びます。ここで注意しなければならないこ

とは，不審者について先入観を児童にもたせては

いけないという点です。防犯教育の教材の中には，

しばしば不審者として「サングラスをかけた中年

男性」が登場します。しかし実際は子どもたちに

対する加害者の中には未成年者も少なくなく，女

性であるケースもみられます。また，「知らない

人」に注意するように指導する場合も多いと思わ

れますが，顔見知りの人が加害者になる場合もあ

ります。学習すべきことは「人」ではなく「行為」

なのです。

なお，最近はいわゆるサイバー犯罪に子どもが

巻き込まれる危険性が指摘されています。インタ

ーネットを通じた物品の不正な売買，あるいは電

子掲示板上での脅迫などでは中・高校生だけでは

なく，小学校高学年も巻き込まれる危険性があり

ます。児童でも容易にパソコンや携帯電話が使え

る環境にある今，特に安全教育として注目すべき

課題と思われます。例えば「知らない人から携帯

電話にメールが送られてきた」状況を設定して，

正しい行動を考える（あるいはいくつかの行動の

選択肢を用意する）学習内容が考えられます。

危機的な状況への対応については，イラストな

どを用いた事例によって，何が正しい対処か，な

ぜそれが正しいかについて考えます。ある程度学

習が進んだら，ロールプレイ等を用いて，より実

際的な学習に進むとよいでしょう。また危機的な

状況が発生したという状況を設定（シミュレーシ

ョン）して，具体的な対応を複数の児童で話し合

って，よりよい対応を選択することも効果的と思

われます。

交通安全・防災への応用

防犯を例として危険予測・回避能力を育成する

指導について述べてきましたが，もちろん交通安

全や防災においても同様な教育を進めていくこと

ができると思います。交通安全においても，「場

所・時間」と「行為」はやはり大きな要素です。

交通事故が起こりやすい場所・時間を知り，事故

を誘発するような行為（飛び出しなど）を理解で

きるような指導を行います。防災においても，同

じ場所でも天候によって大きく環境が変化するこ

とを知ることはきわめて重要ですし，それによっ

て危険を回避することが可能となります。

以上述べてきたことは，自分自身の身を守るこ

とを中心とした学習ですが，それに加えて徐々に

周囲の人たちが被害にあった場合の通報方法等，

他者の安全確保に発展させるとよいでしょう。

わたなべ・まさき 専門は健康教育学全般。文部科学省「地
域で子どもを見守る全国ネットワークシステム検討会」主査，
独立行政法人教員研修センター「学校危機対応研修教材作成
に関する検討会議」座長，文部科学省「防犯教室事例集作成
協力者会議」座長など歴任。ビデオ教材「危険から自分を守
れ！」監修（光文書院），最新刊に『学校安全と危機管理』
（大修館書店）がある。小社より「ワークシートで身につけ
る！子どもの危険予測・回避能力」が刊行される。
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特集 

はじめに

これまでのわが国は，世界からも「安全な国」

と言われ続けてきた。しかしながら，近年，その

「安全」神話が大きく揺らいできている。

さまざまな残虐な事件が新聞紙上をにぎわせて

いる現在，特に「子ども」にかかわる事件が増加

してきているように思う。

そのため，学校に子どもを預けている保護者の

危機意識にも高まりが見られる。そこで，保護者

と地域との連携を図りながら，「自分の命は自分

で守る」ことができる子どもを育成するための学

校教育のあり方を考えていくことが急務であると

思われる。

本校の実態

本校は，昨年度（平成１８年度）創立５０周年を迎

えた歴史と伝統をもつ学校であり，「あいさつ日

本一」をめざし，明るく素直な４７３名の児童が集

い，活気にあふれている。

校区は大牟田市の北東部に位置し，周囲は緑が

多く山や田畑に囲まれている。そのため，あまり

手入れされていない竹薮や雑木林が多く，児童の

登下校時にも安全面での注意が必要な地域である

といえる。

また，本校高学年児童の５８％が，不審者または

それらしき人物を目撃したことがあり，学校への

不審者情報も比較的多いほうである。登下校の際

に不審者が出やすい場所として，「病院の駐車場」

「竹薮の近く」「神社の周り」などを意識している

子どもたちもいる。その反面，校区内に１２０か所

ある「子どもSOSの家」の存在をあまり知らない

児童も多い。加えて，不審者対処法を聞いてみる

と，「大声を出す」「すばやく逃げる」といった回

答は多かったが，「不審者との距離をおく」「『子

どもSOSの家』や店に逃げ込む」といった回答は

少なかった。

これらの実態をふまえて，本校では登下校中の

安全確保と子どもの安全対応能力の育成に力を入

れている。

実際の取り組み

取り組みの実際について，「学校としての組織

的な取り組み」「学級担任としての指導」「地域と

の連携」の３点から述べることにする。

�学校としての組織的な取り組み
本校では，毎週水曜日に「地域ごとの集団下校」

に取り組んでいる。全学年５時間授業である水曜

日に，６年生の児童をリーダーとして地域ごとに

並んで帰宅させている。水曜日以外の下校は，学

年ごとの地域別集団下校を徹底し，１人で帰るこ

とのないように指導している。

また，第４学年１学期には，総合的な学習の時

間で「安全マップづくり」を学習するようにして

いる（資料１参照）。この学習では，行動範囲が

広がる４年生の子どもたちが，危険箇所等を自分

で判断できるようになることをねらって実施して

いる。この活動を通して，第４学年の子どもたち

は「人気のない暗い通り」「見通しが悪い場所」

「民家が少ない場所」などには十分に気をつけて

登下校をしたり，遊んだりするようになってきて

いる。

�学級担任としての指導
私が担任する第５学年では，体育科保健領域で

「けがの防止」の学習に取り組んだ。この学習に

福岡県大牟田市立吉野小学校教諭 中野 一成

子どもの危険予測・回避能力を養う

自分の命は自分で守る
～子どもの安全対応能力を高める取り組み～
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おいて，学校内で起きたけがの種類やその原因に

ついて，調べ活動を通してまとめていった。この

保健学習を行うとともに，子どもたちに「自分の

命は自分で守る」態度と能力をはぐくむことを主

眼とした安全指導を関連づけて展開した。

具体的に，子どもたちに身につけて欲しい力と

して，以下の３点を子どもたちとともに考えた。

�危険を予測する力
�危険を回避する力
�具体的に危険に対処する力

ここでは，交通事故やけがの防止だけでなく，

通学路を中心に「１人だけで帰る道」「死角にな

っている通り」などを出し合い，子どもSOSの家

や店などの場所の確認を行った。

また，第５学年の学級活動「不審者への対応」

において，安全指導を行った。まず，危険を回避

するために，「１人で出歩かない」「知らない人に

ついていかない」「出かけるときには行き先と帰

宅時間を親に知らせる」ことを確認した。これら

については，ほとんどの児童が実践しているよう

であった。

次に，不審者と出会った場合の具体的な対処の

しかたを，ロールプレイングさせながら指導を行

った。ここでは，以前に警察署員の方から教わっ

た次の３点について確認し合った。

�「キャー」などの高い声ではなく，低く大
きな声で「ワー」と叫ぶ。

�不審者に対して，腕の長さ以上の距離を常
にとる。

�動けない場合は，石のように丸くなって
しゃがみ込む。

�については，各自が実際にいろいろな声を出
してみて，高い声の場合は子どもたちが遊んでい

るときの声と思われることがあるということに気

づかせていった。

�については，教師が不審者役を行い，何人か
の児童の腕や体を捕まえようとするロールプレイ

を行うことによって，安全な距離について体感さ

せていった。

�については，手足を隠すことによって，不審
者が連れ去りにくい姿勢になるということを確認

させた。

�地域との連携
大牟田市では，各校ともに地域ボランティアの

方々が「子ども見守り隊」として活躍されている。

子どもたちの登下校時に，黄色のベストを着用し

たボランティアの方が校区内の危険箇所などに立

ち，子どもたちの安全を見守ってくださっている。

今では，たくさんの方々が活動されているので，

犯罪抑止にもつながっているのではないだろうか。

おわりに

これだけ安全への危惧が増大している現在，単

発的な安全指導ではなく，繰り返し，継続的な指

導の必要性を感じた。また，「自分の命を自分で

守る」ために，単に不審者への対処方法を教える

だけでなく，「なぜ，その方法がいいのか」を理

解させ，子どもたちの行動変容につながる指導方

法を工夫していくことが大切であるように思う。

つまり，実際に大声を出したり，断り方の練習を

したりするなど，実践的・体験的な活動を随時取

り入れていく必要があるのではないだろうか。

（なかの・かずなり）

時 学 習 内 容

１
・
２

・SGLの方のお話を聞く。

・不審者が出没しそうな場所および危険箇所の見つけ方を探る。

・自分が登下校する道やよく遊ぶ場所の中から，危険と思われる箇所を出

し合う。

３
〜
５

・校区内を地域ごとに探索し，不審者が出やすい所はどこか，危険な所は

どこかなどを近所の方にインタビューしたり，写真撮影したりする。

６
・
７

・調べてきたことをもとに，通学路や校区内の「安全マップ」をつくる。

８ ・全校児童に向け，「安全マップ」を発信する。

【資料１】「安全マップづくり」の学習内容

SGLの方と地域の安全を確かめる４年生

＊SGLとは，退職された警察官などの人材を学校現場の安全教育に派遣する福岡県の事業。
安全な距離の取り方のロールプレイ
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平成１９年５月末ごろ発売予定�

子どもたちを犯罪被害から守るために！

ワークシートで身につける！

子どもの

危険予測・回避能力
東京学芸大学教授 渡邉正樹 著

平成１７年１２月，文部科学省から都道府県教育委員会等に

出された通達『登下校時における幼児児童生徒の安全確保

について』の中に「幼児児童生徒が犯罪に巻き込まれない

ようにするためには，幼児児童生徒に危険予測能力や危険

回避能力を身につけさせることが必要である」と記されて

います。

今，学校が緊急に取り組まなければならないこれらの問

題を，「学校」「通学路」「家庭・地域」の３分野に整理し

ワークシート化した，教師必携の書です。

定価１，３００円（税込）

Ｂ５判・１１２ページ

新刊の
ご案内

＜「はじめに」より（抜粋）＞

現在，学校はもちろん地域でも，子どもの安全確保を図るためのさまざまな対策が進められています。
私自身も優れた実践をいくつも目にする機会がありました。しかしその反面，私がしばしば耳にするのは
「学校の防犯対策をどのように進めていけばよいのか」，「学校と地域はどんな連携が可能なのか」，「適当
な防犯教育の教材が見つからない」という現場からの声です。本文中でもふれていますが，筆者が平成１７
年暮れに実施した防犯教育の現状に関する調査でも，同様な回答がみられました。
本書はこのような悩みを抱いている学校関係者，そして保護者の皆さんに役立つように企画したもので
す。本書はいわゆる「不審者」から子どもたちの身を守ることを取り上げていますが，学校内外で「これ
はいけない」，「こうすべきだ」ということだけを記述しているわけではありません。「なぜこれは危険な
のか，または安全なのか」という根拠を示そうという意図があります。
これは学校関係者，保護者の方々向けに記述した部分だけではなく，本書の約半分を占めている児童用
ワークシートにも同様のことがいえます。子どもたちに対して，「こうしてはいけない」ことを知っても
らうのではなく，子どもたち自身の危険予測・回避能力を高めることをねらいとしています。各ワークシ
ートでは，具体的な場面を設定して，どこにどんな危険があるのか，どのような行動をとるとどのような
結果が生じるのかを予想できる力を養ってほしいと思います。そのうえでどのような対処が適切なのか，
すなわち危険回避能力を身につけてほしいと思います。
もちろんワークシートで取り上げている問題に対して，常に正しい解答が１つだけあるというわけでは
ありません。またワークシートに示した選択肢以外にも適切な行動がある場合もあるでしょう。この教材
を用いて，教室で，家庭で，子どもたちといっしょに考えてください。それは子どもたちがいざという場
面できっと役立つはずです。



広告のページ

本書の主な内容
第１章／不審者対策の基本的な考え方と進め方

第２章／学校における不審者対策

教師用
Ｑ＆Ａ

①学校への不審者侵入を防ぐには，どうすればよいですか。
②学校への不審者侵入対策に有効な施設・設備について教えてください。
③学校への不審者侵入に対応した危機管理マニュアルの作成のしかたを教えてください。
④学校で行う防犯避難訓練の進め方を教えてください。
⑤学校行事の防犯対策は，どのような点に配慮すればよいですか。
⑥学校危機管理や防犯教育遂行時の，関係機関・団体との連携の進め方を教えてください。
⑦教職員の危機管理意識を高めたいのですが，防犯避難訓練以外にどんな方法がありますか。

児童用
Ｑ＆Ａ

①学校の中で知らない人を見かけたら？（低・中・高）
②きょうしつからひなんするとき，どうすればいい？（低）
③校庭に様子のおかしな人がいる。（低・中・高）

第３章／通学路における不審者対策

教師用
Ｑ＆Ａ

①通学路の安全点検は，どのように行えばよいですか。
②校外学習時の子どもの安全確保について教えてください。
③地域と連携した通学路の安全確保はどのように行いますか。
④児童の危険予測・回避能力の育成のためには，どのような学習が必要ですか。
⑤不審者情報を学校と保護者で共有する方法を教えてください。
⑥学校への脅迫電話や手紙には，どのような対応をすればよいですか。

児童用
Ｑ＆Ａ

①こわい人って，どんな人？（低）
②いつも見かける人からさそわれた。どうする？（低）
③車の中の知らない人から道を聞かれた。（中）
④車のそばにいる人に，荷物を持ってとたのまれた。（高）
⑤近所の人にさそわれたら？（低・中）
⑥あぶない場所って，どんなところ？（中）
⑦だれもいない家に帰ってきたとき注意することは？（中・高）
⑧しつこくついてくる人がいる！（低・中・高）
⑨知らない人にうでをつかまれた！（低・中）
⑩友だちがつれていかれた！（中）

第４章／家庭や地域における不審者対策

保護者用
Ｑ＆Ａ

①子どもだけで留守番をする場合には，どんな注意が必要ですか。
②子どもが外へ遊びに行くときに注意すべき点を教えてください。
③子どもたちが公共交通機関を利用する際に，安全面で注意すべき点を教えてください。
④不審な電話がかかってきたら，どのように対処したらよいですか。
⑤子どもが安全にインターネットを使うには，どんな注意が必要ですか。
⑥子どもが安全に携帯電話を使うには，どんな注意が必要ですか。

児童用
Ｑ＆Ａ

①家の人がるすのときに電話がかかってきた。（低・中）
②家の人がるすのときに宅配便をとどけにきた。（中・高）
③エレベーターに気をつけて！（中・高）
④まいごになった！（低）
⑤遊んでいたら，いつのまにか暗くなってしまった！（中）
⑥塾の帰りはどうしよう？（高）
⑦知らない人に写真をとられた。（低・中）
⑧パソコンを使用中にメッセージが！（高）
⑨ケータイに知らないアドレスからメールが！（高）

第５章／資料編



家の人に，どこへだれと遊 
びに行くか，帰りは何時ご 
ろかを伝える。 

迷子になったら，お店の人 
に声をかける。 

子どもが外へ遊びに行くときに注 
意すべき点を教えてください。 

AA

注目！ 

　　　　　　　犯罪被害に限らず，子どもが危険な場面に出会う場 

　　　　　　所や機会はさまざまです。安全を確保するための約束 

　　　　　　を決めたり，万が一のときに備えて話し合ったり，日 

　　　　　　ごろから家庭で必要な対応を考えておくことが大切で 

　　　　　　す。 

■どこへ行くか，いつ帰るかを知らせる 
　子どもだけで外出する場合は，どこへ，だれと行くのか，何時に 

帰るかを家の人に知らせることが大切です。家の人に必ず伝えてか 

ら出かけるように指導します。もし外出先で予定が変わる場合は， 

すぐに家の人に連絡するようにします。子どもにGPS機能付きの携 

帯電話を持たせているから大丈夫と考えている家庭もあるかもしれ 

ません。しかし携帯電話を紛失することもありますし，使えない状 

況も考えられます。携帯電話はいざというときの連絡手段としては 

有効ですが，目の前に迫っている犯罪から身を守るための十分な機 

能をもっているというわけではありません。 

■安全な場所を選ぶ 
　登下校と同様に，安全なところを通って遊びに行くことはいうま 

でもありません。また，遊び場所も屋内・屋外を問わず，家の人も 

よく知っている安全な場所を選ぶようにします。その際，学校から 

の不審者情報や地域安全マップが役立ちます。 

　しかし特に注意したいのは，他の区市町村へ遊びに行った場合で 

す。特に町と町の境界近くに自宅がある場合は，隣の町へ遊びに行 

くことも少なくないと思います。ところが自治体や学校から届く不 

審者情報は自宅や学校のある区市町村で起こった事案であることが 

多いため，通常隣町の情報は入ってきません。日ごろから警察のホ 

ームページなどを見て他の区市町村の情報を得ておく，近隣の区市 

町村在住の知り合いから防犯等についての情報提供をしてもらうな 

どの工夫が必要です。 

■もし帰りが遅くなってしまったら 
　遊びに夢中になって約束の帰宅時間を過ぎてしまうこともあるか 

もしれません。特に夕刻で家から遠く離れていて，ひとりで帰宅し 

なければならない場合，可能なかぎり家の人が迎えに行くようにす 

るとよいでしょう。 

　例えば，自宅に近い友達の家で電話を借りて家に連絡する，人通 

りの多いところへ出て公衆電話を使用するなどが考えられます。小 

銭かテレフォンカードを用意しておくとよいでしょう。ひとりで夜 

道を帰ろうとしたり，近道だからといって人けのない道を帰ろうと 

したりするのは危険です。 

■道に迷ったら，人とはぐれたら 
　ふだんから遊び慣れている場所とは違う場所へ出かけることもあ 

ります。何かに夢中になったり，ちょっとした気の緩みから一緒の 

人とはぐれてしまったりすることがあるかもしれません。また，知 

らない土地では道に迷うこともあるかもしれません。そのような場 

合はどうしたらよいでしょうか。 

○はぐれたり，迷ったりしたら集まる場所を決めておく 

　大型のショッピングセンターや商店街，あるいはテーマパークな 

どでは，入り口や目印になる場所で集合するように決めておきます。 

携帯電話を持っている場合でも，集合場所を決めておいたほうがよ 

いでしょう。 

○元の場所に戻る 

　例えば，住宅地などで道に迷うと自分のいる場所もわからなくな 

る場合があります。そのようなときはいったん自分の居場所がわか 

るところまで戻ります。戻り道もわからない場合は，交番はもちろ 

ん，コンビニや公共の施設（図書館や郵便局など）に助けを求める 

とよいでしょう。通行人に尋ねるのは避けたほうが無難です。 

○お店の人に助けを求める 

　例えば大型のショッピングセンターなどでは，他の一般客が声を 

かけてくることがあるかもしれません。もちろん親切で助けてくれ 

る人が多いと思いますが，なかには子どもを外に連れ出すなど悪意 

をもって接してくる人もいます。もしそのような場所で迷ったら， 

まずお店の人に尋ねることです。周りの一般客に助けを求めるのは 

避けるべきです。 

■日ごろの行動を知っておく 
　ふだんから子どもたちがどこで遊んでいるか，だれと遊んでいる 

かを家族で話し合うことはとても大切です。万が一子どもの所在が 

わからなくなった場合でも，探す当てがあるのとそうではないので 

は大きな違いです。日ごろの家族間のコミュニケーションが，家族 

の安全の基盤となるのです。 

○子どもだけで外出する場合は，どこへ行くか，だれと行くか，いつ 
　帰るかを家の人に知らせておく。 
○自宅のある区市町村はもちろん，近隣の町の安全についても情報を 
　求める。 
○道に迷ったり，人とはぐれたりしたら，お店の人や公共の施設の人 
　に助けを求める。また，人とはぐれた場合に集合場所を決めておく。 
○日ごろから家族の中で，子どもの友達や遊ぶ場所について話し合う 
　習慣をもつ。 

Q
第４章／家庭や地域における不審者対策 

76 77

こ ん な と 
う る す 

き 

ど !?
こ ん な と 

う る す 
き 

ど !?
こ ん な と 

う る す 
き 

ど !?

 　いつも　がっこうかえりに　見かける　おとな 

の人が　はなしかけてきた。「ねえ，おもしろい 

ゲームが　あるけど，いっしょに　あそばない？」 

どうしよう？ 

54

【解説】日ごろから見かけている人だから大丈夫という 
わけではありません。このような人は子どもたちにとっ 
ては「知らない人」とは限らないので，「知らない人」 

から声をかけられるケースだけに限定しないで指導しま 
しょう。この場合はもちろん④です。②や③もその場面 
では大丈夫かもしれませんが，子どもたちの警戒心が低 

!か
ん
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学外者が多数入校するとき 
は，出入り口を限定する。 

学校行事の防犯対策は，どのような 
点に配慮すればよいですか。 

AA

注目！ 

　　　　　　　学校行事は多くの人が出入りします。多くの人の目 

　　　　　　があるため安全と考えることもできますが，保護者に 

　　　　　　まじって不審者が侵入する危険があるともいえます。 

　　　　　　学校行事であるとはいえ，通常学校が行うべき危機管 

　　　　　　理は変わりません。そのうえで学校行事における防犯 

の留意点ついて考えてみたいと思います。 

　なお以下の活動はＰＴＡ役員・保護者らのボランティアが担当す 

ることを前提とします。 

■学校敷地内への出入り口を限定する 
　学外者が多数入校するとはいえ，出入り口は限定します。通常， 

校門のみとして，他の通用門は特別の理由がないかぎり施錠します。 

もちろん校門から入校するようにという掲示を出しておきます。 

■入校証を配布する 
　保護者で学校行事に参加する意図のある人には，あらかじめ保護 

者であることを示す入校証を持って来校するようにと連絡をしてお 

きます。保護者以外の地域住民には，受付所で氏名等を記載しても 

らい，当日のみ有効の臨時の入校証を配布します。入校証は氏名を 

記入して，胸につけるか，首に下げるようにするとよいでしょう。 

また保護者と保護者以外では入校証の色を変えるとよいと思います。 

なお配布の際，入校証を紛失したり，他人に渡したりしないように 

説明します。臨時の入校証は退校時に回収します。 

■臨時の受付を設ける 
　保護者や地域住民が入るときに受付を通るようにし，保護者の場 

合は入校証を確認し，地域住民に対しては上記のように臨時入校証 

を手渡します。受付所はできるだけ校門近くの校舎外で，受付を通 

らないと入校できない位置に設置します。 

■警　備 
　学校行事のときは特別に警備会社などに警備を依頼することも必 

要かと思いますが，もしＰＴＡ役員・保護者に協力をお願いする場 

合は十分な準備が必要です。 

　まず警備のマニュアルを用意します。冊子のようなものではなく， 

１枚の紙に記載したものがよいでしょう。記載内容としては， 

　①一般的な対応のしかた 

　②緊急時の対応のしかた 

　③緊急時の連絡先 

　④学内の地図（本部などを書き込む） 

　以上の４点が必要事項です。 

　警備とはいえ不審者を取り押さえることが目的ではないので，入 

校への案内と不審な状況の発見，および緊急連絡に限定したほうが 

よいでしょう。なお警備は２人以上の組になって担当することとし， 

長くても１時間程度で交代するのがよいと思います。 

　警備する場所は校門付近，校舎への出入り口付近，死角になりや 

すい場所付近（駐車場など）です。運動会では校庭も対象となりま 

す。警備担当者は腕章をつけるなど周囲からわかるようにします。 

■学校行事の案内上の注意 
　ところで，学校行事を行うにあたり，学外者へ連絡することがあ 

りますが，最近学校のホームページ上で行事予定表を載せている学 

校が見受けられます。しかしこれには危険が伴います。 

　ホームページはだれもが見ることができます。例えば学校へ悪意 

をもつ学外者が目にすることで，いつ学校へ入りやすいかという情 

報を与えてしまうことにもなりかねません。学校のホームページで 

は終了した行事を紹介することにとどめ，これからの行事について 

は配布物で伝えるほうがよいと思います。 

■旅行・集団宿泊的行事での危機管理 
　旅行・集団宿泊的行事では，学内で行う行事以上に多くの事件・ 

事故が想定されます。また保護者によるボランティアへの協力が得 

にくい場合もありますので，学内での行事以上に注意を払う必要が 

あります。この点については第３章の「校外学習での安全対策」（ｐ. 

42～43）を参照してください。 

 ○学校行事での危機管理はボランティアの協力を得て行う。 
 ○来校者は入校証を身につける。 
 ○警備は複数の組になって，担当個所を見回る。 
 ○警備マニュアルを準備する。 
 ○学校のホームページ上には行事予定を載せない。 

Q
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こ ん な と 
う る す 

き 

ど !?
こ ん な と 

う る す 
き 
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こ ん な と 

う る す 
き 

ど !?

入校証を前もって渡し， 

当日は入校証を持って 

来校するよう連絡 

入校証の確認 

氏名等を記載の 

うえ，臨時の入 

校証を配布 

保
護
者 

受　付 

入　校 

地
域
の
住
民 

ワークシートで身につける！
子どもの危険予測・回避能力 ページ見本

児童用Ｑ＆Ａ

全ページ，使いやすい見開き構成。
児童用は全部で２２の項目があります。

教師用Ｑ＆Ａと保護者用Ｑ＆Ａ

教師用Ｑ＆Ａは１３，保護者用Ｑ＆Ａは６つの項目で
構成されています。「教師用」は，学校管理者だけで
なく，すべての教職員がおさえておかなければならな
い児童の安全について，詳細に述べています。
「保護者用」は，保護者向けに書かれていますので，
保護者会などで説明する際の参考資料としても配布す
ることができます。「児童用」とあわせて，家庭や地
域の不審者対策に効果的です。

「Ｑ＆Ａ」の「Ｑ」。簡潔な問いかけと
イラストで，具体的な場面や状況をイメ
ージすることができます。

�保護者用Ｑ＆Ａ
教師用Ｑ＆Ａ�
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【解答例】④ 
【板書例】下校中は寄り道しない。 

③ ④ 

! あなたならどうする？ 
低 
学年 

「いえに　かえってから， 
あとで　きます」といって 
かえる。 

② いつも　いる人なので， 
ちょっとだけ　あそんで 
かえれば　だいじょうぶ。 

「かえります」といって 
すぐ　かえる。 

そのばで　ゲームを 
見せてもらう。 

① 

こ  た  え  

ひと 

み 

下して，次の機会に危害を加えられる可能性もあります。 
下校時は寄り道をしないで，帰宅するように指導するこ 
とが基本です。◆関連       P.46～47

広告のページ

想定している場面や，おさえておきたい内容に対応し
た「学年表示」です。低・中・高学年で目安を示して
いますが，いずれの学年でも使用可能です。

「Ｑ＆Ａ」の「Ａ」の例。基本パターンは４択形式で
す。児童が「Ｑ」の問いの趣旨をよく理解してから，
答えを選ぶようにさせてください。
答えは，下の囲み欄に中に記入します。

「記入欄」です。児童が答えを記入した後，なぜそれ
を選んだか，正しい答えや行動はなにかなどについて
学習を深めていき，最後に「おさえておきたいポイン
ト」をここに記入させます。誌面下段の「板書例」は，
スペースの関係上，必要最小限の短文にしています。

下段は【解説】【解答例】【板書例】で構成されていま
す。「教師用Ｑ＆Ａ」や「保護者用Ｑ＆Ａ」と関連の
あるページは「◆関連」のマークで，そのページを提
示しています。
児童に配布して使用する際は，下段の部分をマスキン
グしてコピーするなどしてご使用ください。

「教師用・保護者用Ｑ＆Ａ」の文末には，おさえてお
きたいポイントを「注目！」としてまとめています。
ひと目でその項目の主旨をつかむことができます。

■ご注文は，直接下記までお申し込みください。

株式会社光文書院
電 話 03－3262－3271
ＦＡＸ 03－3230－4190

ＦＡＸ注文書 定価 １，３００円
（税込）

ワークシートで身につける！

子どもの危険予測・回避能力

お
名
前

ご注文数

冊

お
届
け
先

学校名

ご住所 □□□－□□□□


